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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第58期
第１四半期
連結累計期間

第59期
第１四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自　2018年４月１日
至　2018年６月30日

自　2019年４月１日
至　2019年６月30日

自　2018年４月１日
至　2019年３月31日

売上高 (千円) 6,216,800 7,009,340 30,043,366

経常利益 (千円) 126,245 216,751 1,145,170

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 83,850 139,596 763,517

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 90,157 136,879 767,433

純資産額 (千円) 10,825,283 11,436,856 11,414,479

総資産額 (千円) 21,710,955 22,997,227 24,647,830

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 9.52 15.85 86.69

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 49.9 49.7 46.3
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①財政状態

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,650,603千円減少し、22,997,227千円とな

りました。

　流動資産は、受取手形及び売掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べ1,609,687千円減少し、11,564,572

千円となりました。

　固定資産は、減価償却による建物及び構築物等の減少等により、前連結会計年度末に比べ40,915千円減少し、

11,432,654千円となりました。

　流動負債は、支払手形及び買掛金、短期借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べ1,691,225千円減少

し、9,936,208千円となりました。

　固定負債は、退職給付に係る負債の増加等により、前連結会計年度末に比べ18,245千円増加し、1,624,162千円

となりました

　純資産は、剰余金の配当による減少等があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により、

前連結会計年度末に比べ22,376千円増加し、11,436,856千円となりました。

②経営成績

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や生産など一部で弱さが見られるものの、雇用・所得

環境の改善傾向が続く等、緩やかな回復基調で推移しました。一方、先行きについては米中貿易摩擦の長期化、

英国のＥＵ離脱問題等の影響により不透明感が強まる状況が続いております。

　当社グループの属する建設関連業界におきましては、公共投資の底堅い動きに反して、民間設備投資に低調な

動きが見られました。また、建設現場における慢性的な人手不足や労務費、資材費の高止まりにより受注環境に

わずかながら不安がみられる状況となっております。

　このような状況の中、当社グループにおきましては、機動性・実効性の高い組織体制とする為に組織体制の見

直しを行い、業務効率の向上や、継続し取り組んでいる物件受注や得意先ベースの更なる強化を図ってまいりま

した。

　この結果、商品分類別売上高は、照明器具類1,079,111千円（前年同四半期比87.3％）、電線類2,222,456千円

（前年同四半期比108.7％）、配・分電盤類1,856,385千円（前年同四半期比123.6％）、家電品類1,135,789千円

（前年同四半期比126.8％）、その他の品目715,597千円（前年同四半期比133.2％）を計上し、売上高は

7,009,340千円（前年同四半期比112.7％）となりました。利益面におきましては、営業利益217,812千円（前年同

四半期比172.2％）、経常利益216,751千円（前年同四半期比171.7％）、親会社株主に帰属する四半期純利益

139,596千円（前年同四半期比166.5％）となりました。

(2）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

(5）主要な設備

　該当事項はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,328,000

計 35,328,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,832,000 8,832,000
東京証券取引所
市場第一部

権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であり、単元株式
数は100株であります。

計 8,832,000 8,832,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年４月１日～
2019年６月30日

― 8,832,000 ― 1,073,200 ― 951,153
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2019年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 24,100

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

8,802,200
 

88,022 ―

単元未満株式
普通株式

5,700
 

― ―

発行済株式総数 8,832,000 ― ―

総株主の議決権 ― 88,022 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
田中商事株式会社

東京都品川区南大井3-2-2 24,100 － 24,100 0.27

計 ― 24,100 － 24,100 0.27
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,249,248 2,215,489

  受取手形及び売掛金 ※２  8,621,735 ※２  7,198,340

  電子記録債権 ※２  441,712 ※２  528,179

  商品及び製品 1,624,157 1,515,914

  仕掛品 167 225

  原材料及び貯蔵品 37,376 36,426

  その他 211,542 79,936

  貸倒引当金 △11,681 △9,939

  流動資産合計 13,174,259 11,564,572

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,009,093 2,974,443

   土地 7,392,998 7,393,620

   その他（純額） 190,341 192,331

   有形固定資産合計 10,592,432 10,560,395

  無形固定資産 42,726 40,682

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 573,097 581,072

   その他 ※１  383,700 ※１  363,227

   貸倒引当金 △118,386 △112,723

   投資その他の資産合計 838,411 831,576

  固定資産合計 11,473,570 11,432,654

 資産合計 24,647,830 22,997,227
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※２  5,708,421 ※２  4,508,109

  短期借入金 4,850,000 4,550,000

  未払法人税等 320,058 94,657

  賞与引当金 221,174 202,208

  その他 527,778 581,233

  流動負債合計 11,627,434 9,936,208

 固定負債   

  退職給付に係る負債 1,434,319 1,459,660

  役員退職慰労引当金 73,200 75,525

  その他 98,397 88,977

  固定負債合計 1,605,916 1,624,162

 負債合計 13,233,351 11,560,370

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,073,200 1,073,200

  資本剰余金 951,153 951,153

  利益剰余金 9,361,312 9,386,407

  自己株式 △13,962 △13,962

  株主資本合計 11,371,703 11,396,798

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 29,043 25,704

  退職給付に係る調整累計額 13,732 14,353

  その他の包括利益累計額合計 42,776 40,058

 純資産合計 11,414,479 11,436,856

負債純資産合計 24,647,830 22,997,227
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

売上高 6,216,800 7,009,340

売上原価 5,220,499 5,905,024

売上総利益 996,301 1,104,315

販売費及び一般管理費 869,830 886,503

営業利益 126,471 217,812

営業外収益   

 受取利息 0 1

 受取配当金 764 847

 その他 2,519 1,449

 営業外収益合計 3,284 2,297

営業外費用   

 支払利息 3,510 3,357

 営業外費用合計 3,510 3,357

経常利益 126,245 216,751

特別利益   

 固定資産売却益 30,543 847

 特別利益合計 30,543 847

特別損失   

 固定資産除却損 510 -

 固定資産売却損 16,864 -

 特別損失合計 17,374 -

税金等調整前四半期純利益 139,414 217,599

法人税、住民税及び事業税 63,717 84,769

法人税等調整額 △8,154 △6,766

法人税等合計 55,563 78,003

四半期純利益 83,850 139,596

親会社株主に帰属する四半期純利益 83,850 139,596
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

四半期純利益 83,850 139,596

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 6,791 △3,339

 退職給付に係る調整額 △484 621

 その他の包括利益合計 6,307 △2,717

四半期包括利益 90,157 136,879

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 90,157 136,879

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　投資その他の資産の「その他」には、次の非連結子会社株式が含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

非連結子会社株式 89,178千円 89,178千円
 

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権

四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をして

おります。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

受取手形 205,923千円 195,929千円

電子記録債権 23,799 14,924 

支払手形 107,919 104,047 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年６月30日)

減価償却費 59,669千円 57,808千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　2018年４月１日　至　2018年６月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月９日

取締役会
普通株式 88,079 10  2018年３月31日  2018年６月25日 利益剰余金

 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年６月30日)

配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月14日
取締役会

普通株式 114,502 13 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自2018年４月１日　至2018年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自2019年４月

１日　至2019年６月30日)

当社グループは、電設資材卸売業以外のセグメントの重要性が乏しく、財務諸表利用者の判断を誤らせる可能

性が乏しいと考えられますので、記載は省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 9円52銭 15円85銭

 (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 83,850 139,596

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(千円)

83,850 139,596

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,807 8,807
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

2019年５月14日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………114,502千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………13円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2019年６月24日

　（注）　2019年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年８月６日

田中商事株式会社

取締役会　御中

　

東陽監査法人
 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   浅　　山　　英　　夫　　㊞

 

　

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   西　　村　　仁　　志　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田中商事株式会

社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年６月

30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田中商事株式会社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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